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菊川市高橋に見られる掛川層群白岩火山灰層と
掛川層群堀之内層について

白　井　久　雄
1 ．はじめに
　小学校学習指導要領の「理科第 6 学年Ｂ生命・地球（4）土地のつくりと変化」では，野外での地
層の直接観察を重視している（文部科学省，2018）．掛川・菊川地域は，野外での地層観察には最
も適した地域である．既に筆者は児童が見学できる適切な露頭（白井，1997，1999，2000，2001，
2002，2003b，2004b，2005b，2006b，2007c，2008b，2009b，2011，2012b，2013，2014b，2015，
2017，2018）や，露頭観察に基づいた授業実践（白井，1998a，b，2003a，2004a，2005a，2006a，
2007a，b，2008a，2009a，2010，2012a，2014a，2016）を報告している．今回は菊川市高
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層の特徴を記載するとともに，地層観察の視点を述べ，
地層観察指導時の一資料を提供する．

2 ．掛川層群白岩火山灰層が観察できる露頭の記載
　（1）露頭位置：本露頭は図 1 ★に示すように，菊川市高橋に位置し，露頭の高さは約 4m である（図
2）．走向は N10～20ﾟW，西に 10ﾟ前後傾斜する．本露頭を「北露頭」と呼ぶ．また，後述するよう
に北露頭より南約 300m に位置し（図 1 ◆），掛川層群堀之内層が観察できる露頭を「南露頭」と呼ぶ．

菊川市立小笠南小学校

　（2）地層の特徴：北露頭の模式柱状図を図 3 に
示す．北露頭では極細粒砂径火山灰層とシルト径
火山灰層の互層が観察できる．この火山灰層は掛
川層群白岩火山灰層で（水野ほか，1987），次の

図₁．露頭位置図（国土地理院発行₂万₅千分の
₁地形図「下平川」）．★＝北露頭位置．

　　　◆＝南露頭位置．

図₂．北露頭全景．スケールは1m．
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ようなタービダイトの特徴を有する．
　極細粒砂径火山灰層は層厚 2～10cm を有するものが多く，
下底面は浸食を示し，平行葉理を呈することが多いが，カレ
ントリップル（徳橋，1998），波状葉理が発達していること
もある．また，層厚 16cm 以上を有するものが 6 層あり，な
かでも最大層厚 116cm を有する極細粒砂径火山灰層では次
のようなものが観察できる．すなわち，下部 46cm では細礫
径の軽石が平行葉理にそって並び，中部 30cm には波打つよ
うな変形構造があり（図 4），上部 40cm には中礫径のシル
ト礫が散在している（図 5）．
　カレントリップルは波長 10～30cm，高さ 2～5cm である

（図 6）．カレントリップルのフォアセット葉理面から得た古
流向は南西～南南西向きを示す．また，コンボルート葉理（徳
橋，1998）が，下部に波長 30cm，高さ 5cm のカレントリッ
プルが発達する層厚 8cm の極細粒砂径火山灰層の上部に観

図₃．北露頭模式柱状図．₁，火山灰；₂，明瞭；₃，
浸食；₄，カレントリップル；₅，斜交葉
理；₆，平行葉理；₇，波状葉理；₈，コ
ンボルート葉理；₉，火炎構造に類似した
コンボルート葉理；10，変形構造；11，塊
状；12，軽石；13，シルト礫；14，木片

図₄．変形構造．スケールは20cm．

図₅．シルト礫．スケールは100円硬貨．
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察できる（図 7）．このコンボルート葉理は，図 7 に示すように火炎構造（徳橋，1998）に類似している．
しかし，火炎構造は泥岩層に重なる砂岩層の下底に観察できる（徳橋，1998）ことから，ここではコ
ンボルート葉理として記載する．
　シルト径火山灰層は，層厚 2～30cm であるが，層厚 50cm を有するものが 1 層観察できる．塊状
であるが，2 層で木片を含む．
　白井（2001）は，掛川市千羽に見られる白岩火山灰層と，白岩火山灰層を挟在する堀之内層を記載
し，その堆積の場は陸棚斜面と推定した．北露頭で観察できる白岩火山灰層と，後述する南露頭で観
察できる堀之内層は共にタービダイトであり，その特徴は掛川市千羽のものと類似している．したがっ
て，北露頭で観察できる白岩火山灰層，南露頭で観察できる堀之内層の堆積環境は陸棚斜面と推定す
るのが妥当である．
　（3）地層観察の視点：露頭を覆う草や苔などがないので地層の観察が容易である．極細粒砂径火
山灰層とシルト径火山灰層の互層が観察でき，縞模様がわかりやすい．火山灰の採取活動ができ，火
山のはたらきでできた地層ということが児童に理解しやすいだろう．白井（1998a）は，菊川市内田
地区の五百済火山灰層露頭の観察を基にした授
業実践を報告している．本調査地の北露頭でも白
井（1998a）と同様の実践が可能であろう．その
際，白岩火山灰層はタービダイトであることは児
童に混乱をもたらすと考えられるので説明しなく
てもよいだろう（白井，1998a）．また，北露頭は
奥行きがあり，地層を三次元で観察できる（図 8）．
そのため，北露頭は「大地のつくりと変化」の学
習のために観察するには適していると言えよう．

3 ．掛川層群堀之内層が観察できる露頭の記載
　（1）露頭位置：本露頭は図 1 ◆に示すように，

図₆．カレントリップル．スケールは100円硬貨． 図₇．火炎構造に類似したコンボルート葉理．
スケールは100円硬貨．

図₈．西側から撮影した北露頭全景．図₈の左
部分を北側から撮影したものが図₂であ
る．スケールは1m．
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菊川市高橋に位置し，露頭の高さは約 4m である
（図 9）．走向は N10～20ﾟW，西に 10～20ﾟ傾斜す
る．本露頭を「南露頭」と呼ぶ．
　（2）地層の特徴：南露頭の模式柱状図を図 10
に示す．南露頭では極細粒砂層とシルト層との互
層が観察できる．この砂泥互層は掛川層群堀之内
層で，次のようなタービダイトの特徴を有する．
　極細粒砂層の層厚は 2～14cm，下底面は浸食
を示し，平行葉理が発達していることが多い．ま
た，波長 10cm，高さ 2cm のカレントリップル

（図 11），コンボルート葉理（図 12），斜交葉理，
波状葉理を観察することができる．カレントリッ
プルのフォアセット葉理面から得た古流向は南西
向きを示す．シルト層は，層厚 2～30cm を有し，
塊状である．図 9 に示すように，下盤が 20cm す

図₉．南露頭全景．スケールは1m．

図10．南露頭模式柱状図．凡例は図₃と同じ．

図11．カレントリップル．スケールは100円硬貨．

図12．コンボルート葉理．スケールは100円硬貨．
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べって下側に移動している逆断層が観察できる．
　（3）地層観察の視点：露頭を覆う草や苔などがないので地層の観察が容易である．砂泥互層が観
察でき，縞模様がわかりやすい．砂，粘土（シルト）の採取が可能である．断層が観察できる．また，
南露頭も奥行きがあり，地層を三次元で観察できる（図 13）．さらに，南露頭の南側では露頭の傾斜
が水平に近く，図 13 に示したような層理面を観察できるので，地層が板状であることをとらえやすい．
ここでは，例えば図 12 のコンボルート葉理は図 14 のように観察することができる．このように，南
露頭は「大地のつくりと変化」の学習のために観察するには適していると言えよう．

4 ．まとめ
　（1）：北露頭では，掛川層群白岩火山灰層が観察できる．北露頭は ｢土地のつくりと変化｣（文部科
学省，2018）の学習での観察に適した露頭である．
　（2）：南露頭では，掛川層群堀之内層が観察できる．南露頭は「土地のつくりと変化｣（文部科学省，
2018）の学習での観察に適した露頭である．
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